
大人の時間、子どもの時間 ～ 豊かな体験を 

 
校長 藤田 昌一  

 
 皆様にとって、この夏は、長かったですか？ 短かったですか？ 

 

 

これは、子どもと大人は時間の感じ方が異なり、年齢を重ねるにつれて時間の流れが早

く感じる現象のことです。理由は諸説あるようですが、子どもは新鮮な経験が多く、日々

新しい発見があるため、時間が長く感じられるそうです。一方、大人は経験を積み、刺激

が減るにつれて、時間の経過が早く感じられるようになると言われています。 

＊ 

 ここ数年、私にとっての時間は、子どもの頃の“１０倍速”くらいで経過しているイメ

ージです。そこで、本年度は、あえて「新しい体験、新しい刺激」を求めて行動するよう

に心がけてみました。 

 〇「谷川岳もぐら」「谷川岳ループ」への乗車          …ＪＲの臨時列車 
 〇東京国立近代美術館、東京オペラシティアートギャラリー、朝倉彫塑美術館、 

ポーラ美術館、プレバト才能アリ展、昭和館           …美術館等巡り 
 〇クラッシックのコンサートや文楽（いずれも企画もの）       …鑑賞・観劇 
 〇台東区「谷中銀座商店街」、ときがわ町「三波渓谷」 越生町「山吹の里歴史公園」

箱根三社「箱根神社」「箱根元宮」「九頭竜神社」  …近郊で気になっていた場所へ 
 〇奈義町「ふるさと夏まつり（花火）」、備中吹矢「吹矢ふるさと村（ベンガラ…ジャパ

ンレッド発祥の地）」、高梁市「備中松山城」  
…岡山に帰省の際、未経験のイベントや行ったことのない場所へ 

＊ 
 中でも、青梅で行われた「体験トレイルランニング」が一番印象に残っています。スキ

ーの夏季トレーニングの一環だったのですが、体験とはいえ１５ｋｍの山道。要項には「ロ

ードを２０ｋｍ走れる人」とありました。事前の走り込みから、当日のドキドキ感を含め、

時間の経過はともかく、刺激的な体験により脳が活性化したように感じられました。 
＊ 

 ２学期は、５年生の舘岩、６年生の修学旅行をはじめとした各種の校外学習があります。

また、ときわっ子まつりやときわっ子コンサートなどの大きな学校行事もあります。加え

て、地域では、自治会のお祭りや子ども御輿、公民館等の各種催しも予定されています。 

子どもたちはもちろんですが、保護者や地域の皆様も（童心に帰って）豊かな体験により、

いつもとは違う時の流れや、自分の心の動きを感じてみませんか？ 

                                         
                                                        
 
 
 

 

 

 

 

【めざす児童像】 
оよく考える子   
о思いやりのある子  
оたくましい子 
оかかわりあいを大切にする子 

【学校の教育目標】 
心身ともに健康で 思いやりの心をもち 主体的に学ぶ常盤っ子の育成 

 
学校は 「勉強をするところ」「友達と仲良くするところ」「安心・安全なところ」 

人生のある時期に感じる時間の長さは年齢の逆数に比例する。 「ジャネーの法則」 

さいたま市立常盤小学校だより 
令和７年８・９月号（第６号） 
令和７年８月２７日 発行 


